第３次カモシカ保護管理計画の概要

	計画策定の目的・計画期間等
	
	背景・趣旨

	○　学術的価値に配慮しつつ科学的・計画的な保護管理の実施

・カモシカ地域個体群の長期　　　　
にわたる安定的な維持　　　　　　
・農林業被害の軽減

○　計画期間　　平成25年4月1日～平成29年3月31日

○　対象地域　　岩手県（国指定鳥獣保護区を除く。）
	
	① 種指定の特別天然記念物

② 農林業被害による人とカモシカとの軋轢
の社会問題化

③ 現行計画に基づき捕獲等を実施
したが、依然として被害が発生


	現　　状
	
	保護管理の目標
	
	保護管理の実施
	
	モニタリング等の実施

	生息環境

・森林の状況（118万ｈa）

・保護地域（3箇所）

生息状況

・生息分布（県内全域）

・生息密度

0.95頭/ｋ㎡（Ｈ24）
農林業被害の状況

・林業被害

造林木の芽の食害

137万円（Ｈ23）
・農業被害

水稲、豆類、野菜、
果樹、飼料作物

567万円（Ｈ23）
被害防除状況

・林業被害：忌避剤

・農業被害：防護柵

・補助事業の実施状況

（県教育委員会）
	
	＜目標＞
・地域個体群の維持

・農林業被害の軽減

施策の基本的考え方

(1)生息環境管理

(2)通常の被害防除対策（防護柵等）

(3)捕獲による防除

立地条件等により防除対策でも被害が軽減しない場合は捕獲による防除を認める。
(4)モニタリング

生息動向、被害動向、検体の分析

(5)普及啓発

保護管理計画や生態、捕獲の周知
	
	(1)生息環境管理

・カモシカの生息域である
森林環境の保全

・いわての森林づくり県民
税による事業や国有林
緑の回廊等の施策と連携
(2)通常の被害防除対策

・市町村が主体

・忌避剤、防護柵等

(3)捕獲による防除

＜被害地域、加害個体を特定し、選択的に捕獲＞

・市町村で実施計画を作成し
県に提出

・県が保護管理検討委員会の
意見を踏まえ承認

・市町村で現状変更許可と鳥
獣捕獲許可を取得

・市町村で捕獲を実施
	
	(4)モニタリング

①県

生息動向（分布、密度）調査、被害動向調査、捕獲個体の分析

②市町村

捕獲実施区域の生息状況、被害状況調査、捕獲時の記録、試料収集
(5)普及啓発

保護管理計画の内容、カモシカの生態等と想定される被害、地域住民に対する捕獲の周知（市町村）




                            （フィードバック）


【市町村実施計画の承認に当たっての基本的考え方】
１　捕獲実施区域の設定は適切であること。（設定した区域の被害軽減につながること。）
２　通常の被害防除対策は十分であること。（労力・効果・効率等の観点から十分であること。）
３　カモシカによる被害が経年的に発生していること。

別紙４





人とカモシカとの適切


な関係の構築









